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求
め
ら
れ
る
安
定
と
や
す
ら
ぎ
の
シ
ナ
リ
オ 

　
「
図
表
で
見
る
電
機
労
働
者
の
生
活
白
書（
２
０
０
４
年
版
）」
よ
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
機
連
合 

労
働
調
査
部
　
斉
藤
千
秋 

特集―ホワイトカラーの働き方 

て
い
る
人
も
二
割
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

職
種
別
で
は
、
特
に
開
発
・
設
計
職
で
四
二
・

〇
時
間
と
際
立
ち
、
Ｓ
Ｅ
、
営
業
、
研
究
職

で
も
三
〇
時
間
を
超
え
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
。
休
日
出
勤
は
、
男
性
の
場
合
、
繁
忙
期

に
は
ほ
ぼ
週
一
日
に
あ
た
る
「
四
日
」
が
一

四
％
、
そ
れ
を
超
え
る
「
五
日
以
上
」
が
一

六
％
を
占
め
る
な
ど
、
土
・
日
の
い
ず
れ
か

一
日
し
か
休
め
な
い
人
が
三
割
を
超
え
て
い

る
。
休
日
出
勤
を
し
て
い
る
人
の
な
か
に
は
、

休
日
出
勤
が
常
態
化
し
て
い
た
り
、
頻
繁
に

出
勤
す
る
人
が
少
な
く
な
い
と
い
う
結
果
が

で
た
。 

   

２

．時
間
外
労
働
を 

　
　 

し
て
い
る
理
由 

 

　
時
間
外
労
働
を
し
て
い
る
理
由
（
一
一
項

目
中
三
つ
以
内
選
択
）
の
設
問
結
果
で
は
、

男
性
女
性
と
も
圧
倒
的
に
「
人
手
不
足
」
を

理
由
に
挙
げ
て
い
る
。
男
性
で
は
次
い
で
「
時

間
外
で
な
い
と
で
き
な
い
仕
事
が
あ
る
」
「
時 

想
さ
れ
る
結
果
で
は
あ
っ
た
が
、
第
二
位
に

「
労
働
時
間
の
短
縮
」（
三
〇
・
九
％
）、
第

三
位
に
「
両
立
を
支
援
す
る
企
業
内
諸
制
度

の
充
実
」（
二
六
・
八
％
）
と
、
一
昔
前
の
「
仕

事
の
た
め
な
ら
家
庭
を
犠
牲
に
し
て
も
仕
方

が
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
働
き
方
に
対
す
る

価
値
観
を
覆
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ

る
。
一
方
、
女
性
で
は
、「
実
質
賃
金
の
維
持 

・
向
上
」
と
同
ポ
イ
ン
ト
（
四
八
・
八
％
）

で
「
両
立
を
支
援
す
る
企
業
内
諸
制
度
の
充

実
」
が
第
一
位
と
な
り
、
次
い
で
「
育
児
等

支
援
す
る
社
会
的
諸
制
度
の
充
実
」
が
第
三

位
（
三
七
・
五
％
）
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
は
、
仕
事
と
家
庭（
育
児
）を
両
立

し
な
が
ら
働
く
既
婚
女
性
の
切
実
な
課
題
が

垣
間
見
ら
れ
る
。 

 

こ
こ
で
は
「
図
表
で
見
る
電
機
労
働
者
の

生
活
白
書（
二
〇
〇
四
年
版
）」
の
中
で
ま
と

め
た
労
働
時
間
（
働
き
方
）
や
生
活
時
間
に

対
す
る
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
結
果
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
。 

 

　
１
．男
性
の
時
間
外
労
働
は 

　
　 

平
均
３３
時
間 

 

　 
 

「
あ
な
た
は
二
〇
〇
四
年
七
月
に
実
際
ど

の
く
ら
い
時
間
外
労
働
を
し
ま
し
た
か
」
と

い
う
設
問
に
対
す
る
結
果
で
は
、
男
性
は
平

均
三
三
・
二
時
間
の
時
間
外
労
働
と
か
な
り

長
く
、
五
〇
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
を
し 

　
電
機
連
合
で
は
、
電
機
労
働
者
の
生
活
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
毎
年
八
月
に
「
生

活
実
態
調
査
」
を
実
施
し
て
い
る
。
調
査
対

象
は
加
盟
組
合
の
男
女
既
婚
者
（
二
〇
〇
四

年
度
版
ま
で
は
男
性
既
婚
者
の
み
）
で
、
そ

の
調
査
結
果
は
、
総
合
労
働
条
件
改
善
闘
争

の
交
渉
デ
ー
タ
と
し
て
産
別
労
使
交
渉
は
も

と
よ
り
、
加
盟
組
合
の
労
使
交
渉
に
お
い
て

も
活
用
さ
れ
て
い
る
。 

　
二
〇
〇
四
年
八
月
に
実
施
し
た
調
査
は
、

六
〇
〇
〇
名
の
組
合
員
に
調
査
票
を
配
布
し

七
九
・
四
％
の
回
答
率
を
得
た
。
そ
の
調
査

結
果
で
は
「
家
計
収
支
感
は
改
善
し
て
い
る

も
の
の
生
活
防
衛
型
の
暮
し
向
き
は
変
わ
ら

ず
、
こ
の
た
め
税
・
社
会
保
障
へ
の
不
満
は

依
然
と
し
て
高
い
。
一
方
で
、
人
手
不
足
に

よ
る
長
時
間
労
働
を
改
善
し
、
雇
用
不
安
・

将
来
不
安
の
払
拭
に
よ
る
や
す
ら
ぎ
あ
る
生

活
の
実
現
を
求
め
て
い
る
」
と
い
う
特
徴
点

が
出
て
い
る
。
ま
た
、
年
代
別
で
は
、
三
〇

代
前
半
ま
で
の
男
性
は
労
働
時
間
の
短
縮
に

よ
る
家
族
と
過
ご
す
時
間
の
確
保
を
、
四
〇

歳
以
降
は
雇
用
の
安
定
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
充
実
が
切
実
な
願
い
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
性
別
の
違
い
に
よ

る
結
果
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
「
生
活
の
安

定
と
や
す
ら
ぎ
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
項

目（
三
つ
以
内
で
選
択
）」
に
対
す
る
回
答
で
、

男
性
で
は
「
実
質
賃
金
の
維
持
・
向
上
」
が

第
一
位
（
六
一
・
七
％
）
と
い
う
結
果
は
予
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間
内
は
顧
客
等
の
対
応
に
追
わ
れ
る
」
と
続

い
て
お
り
、
女
性
で
は
「
時
間
外
で
な
い
と

で
き
な
い
仕
事
が
あ
る
」
「
担
当
業
務
は
自

分
で
な
い
と
で
き
な
い
」
が
上
位
三
位
ま
で

の
理
由
で
あ
る
。
こ
の
設
問
の
注
目
す
べ
き

結
果
は
、
男
性
の
職
種
別
分
析
結
果
で
「
能

力
以
上
の
ノ
ル
マ
設
定
」
が
研
究
職
で
は
第

三
位
、
開
発
・
設
計
職
で
は
第
四
位
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
結
果
か
ら

推
測
さ
れ
る
職
場
の
実
態
は
、
ひ
と
つ
に
は
、

人
手
不
足
の
た
め
時
間
内
は
顧
客
対
応
等
に

追
わ
れ
残
務
整
理
を
時
間
外
に
行
わ
ざ
る
を

得
な
い
実
態
と
、
も
う
ひ
と
つ
に
は
、
人
手

不
足
を
感
じ
な
が
ら
も
、
業
務
は
自
分
し
か

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ノ
ル
マ
に
追

わ
れ
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
実
態
で

あ
る
。
前
者
は
人
員
の
増
加
に
よ
り
そ
の
負

担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
後

者
の
問
題
は
単
純
に
人
員
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
で
解
決
で
き
る
課
題
で

は
な
く
、
「
本
当
に
そ
の

業
務
が
自
分
し
か
で
き
な

い
も
の
な
の
か
」
を
考
え
、

能
力
以
上
の
ノ
ル
マ
設
定
が
あ
る
場
合
、
そ

の
ノ
ル
マ
設
定
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。
き
め
細
や
か
な
職
場
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

　
３
．不
満
が
強
ま
る 

　
　 

「
２０
時
以
降
の
帰
宅
」 

 

　 
 

生
活
時
間
に
つ
い
て
は
、
本
人
と
配
偶
者
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の
自
宅
を
出
る
時
間
と
帰
宅
時
間
の
回
答
結

果
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
。
中
で
も
、
共

働
き
夫
婦
で
子
ど
も
の
成
長
段
階
が
小
学
校

の
低
学
年
以
下
と
い
う
条
件
の
回
答
分
析
で

は
興
味
深
い
結
果
が
出
た
。 

 

男
性
の
帰
宅
時
刻
は
平
均
で
は
二
一
時
、

そ
の
妻
は
一
八
時
三
〇
分
で
二
時
間
半
の
差

が
あ
っ
た
。
女
性
の
場
合
は
、
帰
宅
時
刻
は

一
八
時
一
五
分
、
そ
の
夫
は
二
一
時
三
〇
分

で
、
三
時
間
一
五
分
と
開
い
て
お
り
、
夫
が

二
〇
時
ま
で
に
帰
宅
し
て
い
る
人
の
割
合
は

二
割
程
度
。
女
性
の
多
く
が
平
日
に
夫
の
家

事
・
育
児
の
協
力
を
受
け
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

 

ま
た
、
帰
宅
時
刻
と
別
設
問
に
あ
る
「
家

族
と
過
ご
す
時
間
の
満
足
度
」
と
の
関
係
を

み
る
と
、
男
女
と
も
二
〇
時
台
を
境
に
、
帰

宅
が
そ
れ
以
前
の
場
合
は
家
族
と
過
ご
す
時

間
の
満
足
度
が
高
ま
り
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と

不
満
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

　
乳
幼
児
や
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
子
ど
も

は
、
親
と
の
触
れ
あ
い
が
大
事
な
時
期
で
あ

る
。
特
に
乳
幼
児
の
場
合
、
理
想
的
な
子
ど

も
の
就
寝
時
刻
を
二
〇
時
と
す
る
と
、
男
性

は
平
日
に
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
配

偶
者
の
家
事
・
育
児
の
負
担
軽
減
、
子
ど
も

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
確
保
の

た
め
に
も
、
男
性
は
も
っ
と
平
日
の
自
分
時

間
の
確
保
を
意
識
し
た
働
き
方
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。 

 

　
４
．健
康
と
家
庭
生
活
に
深
刻
な 

　
　 

影
響
を
与
え
る
長
時
間
労
働 

 

　 
 

長
時
間
の
時
間
外
労
働
は
、
健
康
面
と
家

庭
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
「
現

在
の
仕
事
や
働
き
ぶ
り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
か
」
と
い
う
設
問
結
果
を
、

時
間
外
労
働
時
間
と
の
関
係
で
み
る
と
、
「
常

に
健
康
不
安
を
感
じ
る
」
人
は
、
男
性
で
は

時
間
外
労
働
が
四
〇
時
間
、
女
性
で
は
三
〇

時
間
を
超
え
る
と
半
数
前
後
を
占
め
て
い
る
。

さ
ら
に
月
八
〇
時
間
を
超
え
る
と
、
「
常
に

健
康
不
安
を
感
じ
る
」
は
四
人
に
三
人
に
及

ん
で
い
る
。
ま
た
、
日
頃
の
生
活
評
価
を
み

て
も
、
「
労
働
時
間
・
休
日
・
休
暇
」
（
「
不

満
」
比
率
）
は
時
間
外
労
働
が
四
〇
時
間
を

超
え
る
と
五
割
強
が
、
六
〇
時
間
を
超
え
る

と
四
分
の
三
が
不
満
と
し
、
「
家
族
と
過
ご

す
時
間
」
の
不
満
比
率
も
、
二
〇
時
間
を
超

え
る
と
五
割
に
達
し
、
三
〇
時
間
を
超
え
る

と
六
割
、
六
〇
時
間
を
超
え
る
と
八
割
に
達

し
て
い
る
。 

 

　
５
．求
め
ら
れ
る
安
定
と 

　
　 

や
す
ら
ぎ
の
シ
ナ
リ
オ 

　 
 

二
〇
〇
五
年
度
版
白

書
の
ま
と
め
に
あ
た
っ

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
キ

ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
「
ゆ

と
り
・
豊
か
さ
」
を
「
安

定
と
や
す
ら
ぎ
」
に
変

更
し
た
。
こ
れ
は
、
現

状
の
働
き
方
や
生
活
が

「
ゆ
と
り
」
か
ら
は
程

遠
く
、
ま
た
、
こ
こ
数

年
続
い
て
い
る
電
機
産

業
各
社
の
事
業
構
造
改

革
が
、
働
く
者
に
「
雇

用
の
安
定
や
生
活
の
や

す
ら
ぎ
」
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
意
識
さ
せ
て
い

る
こ
と
が
、
今
年
の
調

査
結
果
か
ら
わ
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。 

 

こ
の
状
況
の
改
善
に

必
要
な
こ
と
は
、
第
一

に
「
働
き
方
」
の
見
直

し
で
あ
る
。
総
実
労
働

時
間
短
縮
の
取
り
組
み

は
、
こ
れ
ま
で
の
ス
キ

ー
ム
の
変
更
で
は
な
く
、

個
人
個
人
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
生
涯
・
一
〇
年
・

一
年
・
一
カ
月
・
一
日
と
い
っ
た
単
位
で
の

「
働
き
時
期
」
と
「
憩
い
時
期
」
を
意
識
し
、

様
々
な
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
自
分
時
間
を

充
実
さ
せ
て
い
く
見
直
し
で
あ
る
。 

 

第
二
に
「
自
立
し
た
個
人
」
に
な
る
こ
と

で
あ
る
。
会
社
で
は
実
力
・
成
果
主
義
と
い

う
名
の
も
の
に
業
務
へ
の
責
任
の
重
圧
が
重

く
圧
し
掛
か
り
、
家
庭
で
は
、
親
と
し
て
の

家
族
的
責
任
が
求
め
ら
れ
る
。
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
と
っ
て

い
く
か
。
今
の
自
分
自
身
に
は
何
が
重
要
で
、

何
を
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
か
を
判
断
し
、

限
ら
れ
た
時
間
を
最
も
重
要
な
こ
と
に
注
い

で
い
く
。 

 

働
き
方
の
見
直
し
に
よ
る
自
分
時
間
の
充

実
と
自
立
し
た
個
人
の
創
造
。
そ
の
手
助
け

を
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
労
働
組

合
の
役
割
で
あ
る
。
　
　
　 

 

加
え
て
、
今
後
の
労
使
課
題
は
、
「
こ
の

会
社
で
働
い
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
従

業
員
の
満
足
度
を
い
か
に
企
業
業
績
に
結
び

つ
け
ら
れ
る
か
、
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と

の
着
実
な
実
践
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

①
時
間
外
労
働
の
原
因
で
あ
る
人
手
不
足
を

職
場
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
下
で
解
消
す
る
こ

と
、
②
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
働
き
方
を

整
備
す
る
こ
と
、
③
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
、

は
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。 

 

私
た
ち
労
働
組
合
が
や
る
べ
き
課
題
は
ま

だ
ま
だ
多
い
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

斉
藤
千
秋
（
さ
い
と
う
・
ち
あ
き
） 

 

一
九
九
八
年
日
立
労
組
本
社
支
部
執
行
委

員
、
二
〇
〇
〇
年
日
立
労
組
本
部
中
央
執
行

委
員
を
経
て
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
現
職
。 


